
 

八ッ場ダムはどうなるのか 

～明日
あ し た

のために必要なこと～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日連絡先 携帯電話０９０－６１４２－５８７７(新田) 

主催：八ッ場あしたの会 ・群馬事務局●〒371-0844 群馬県前橋市古市町 419-23 TEL/FAX027-253-6706（渡辺） 

・東京事務局●〒187-0002 東京都小平市花小金井 5-55-14 FAX/0424-67-2951（田中） 

共催：八ッ場ダムを考える１都５県議会議員の会 

・〒370-2132 群馬県多野郡高崎市吉井町吉井 547-3 サトカンビル 3F 角倉邦良事務所 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
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八ッ場ダム中止をマニフェストに掲げた

民主党の政権が発足してから１年余り。 

この間、本体工事にはストップがかかったも

のの、関連事業が延々と続き、予定地を

根底から改変する工事が進行中です。 

一方で、八ッ場ダム事業中止のための施

策は進まず、事態は混迷の一途を辿り、

地元住民の苦悩は増すばかりです。 

八ッ場ダム問題を解決するために今、何

が必要なのか、現状を踏まえて、これからの

ことを考えます。 

 

２０１０/１１/２１（日） 
   開場１２時４５分   

開会１３時１５分 

  終了予定１６時４０分 

 

東京大学弥生講堂 

一条ホール 
(東京都文京区弥生１－１－１）裏に地図あり 

 

参加費（資料代）：500円 

プログラム： 
    オープニング  13：15～13：30 ラビラビ（歌とパーカッション） 

第一部    13：30～15：00「八ッ場ダムは、今」 

第二部    15：10～16：40「ダム予定地のこれからを考える」 
 

登壇者（アイウエオ順 ・ 敬称略） 

司波寛  （都市計画コンサルタント） 

 嶋津暉之  （水問題研究家・八ツ場あしたの会 運営委員） 

寺嶋悠  （子守唄の里・五木を育む清流川辺川を守る県民の会・福岡の会スタッフ） 

中村庄八  （地学団体研究会会員） 

保坂展人  （ジャーナリスト・前衆議院議員） 

牧山明  （長野原町議会議員） 

まさのあつこ  （ジャーナリスト） 

 渡辺洋子  （八ツ場あしたの会 事務局長） 

国会議員・都県議会議員          

    



 

 

            「八ッ場あしたの会」総会のお知らせ 

 

★同会場で午前１１時半～正午、八ッ場あしたの会の総会を開きます。 

★シンポジウム終了後、会場ロビーで懇親会を開きます。 

参加ご希望の方は、11 月 15 日までに八ッ場あしたの会事務局へご連絡ください。 

（参加費２,５００円・要予約） 

 

  

     会場：東京大学弥生講堂一条ホール 

(東京都文京区弥生１－１－１）東京大学農学部内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京メトロ南北線「東大前」駅 徒歩１分 

東京メトロ千代田線「根津」駅 徒歩 8 分 

     

 

 


